
２０１６年度 第８回関私教協幹事校会議事録案

１．日時 平成 28年 12月 1日（木）19：00～21：00
２．場所 杉野服飾大学 目黒キャンパス

３．出席者

【幹事】鈴木 将史（事務局長・創価大学）、所澤 潤（事務局次長・東京未来大学）、小山 将史（事

務局次長・日本工業大学）、鈴木 淳子（女子美術大学）、手島 陽介（杉野服飾大学）、徳田 光治

（成城大学）、坂田 仰（日本女子大学）、左巻 健男（法政大学）、冨樫 伸（明星大学）、田中 孝一

（川村学園女子大学）、山﨑 鎮親（相模女子大学）、五十嵐 寧（日本工業大学）、長沼 秀明（川口

短期大学）

【オブザーバー】西村 宗一郎、平野 崇雄（北里大学）

【事務担当】平野 光彦（創価大学）

４．協議

〔報告事項〕

（１） 研究部の活動について

各研究部会の世話人より、活動状況について報告がなされた。

第１部会：次回 12月 3日（土）に部会を開催予定であったが、講師の都合により３月に

延期を検討している。

第２部会：次回 12月 11日（日）に現在、教職センターの設立準備に取り組んでいる多摩

大学・大正大学からの事例報告を通し、意見交換を行う部会を大正大学にて開催する予定

である。

第３部会：次回 12月 20日に帝京大学千代田キャンパスにて部会を開催し、英語コアカリ

キュラムについてお話しをしていただく予定である。また、「総合的学習の時間」につい

ても情報提供をしていただく予定である。

第４部会：次回、12 月 10 日（土）に青山学院女子短期大学にて、「短期大学の目指す教

員養成の方向性」をテーマに部会を開催予定である。

第５部会：次回、12月 8日（木）に部会を開催し、本年度初頭に実施した教員採用試験へ

の取り組みに関するアンケート調査の分析や意見交換を行う予定である。

第６部会：11 月 30 日に締め切った「介護等体験等のハラスメントに関するアンケート」

につき、分析を開始する。

第７部会：11月 15日（火）に立正大学の理科教員養成について報告していただいた。

第８部会：11 月 30 日（水）に成城大学で教員養成政策の見通しについての講演を行い、

第 3部会からも含め、39名の参加があった。

（２）次年度の会長校・幹事校について

鈴木将史事務局長より、次年度の会長校・幹事校の体制について資料に基づき説明があり、

各地域の新規担当大学への依頼状況の確認がなされた。なお、成城大学については、担当



者が 2017年度より徳田光治現幹事から岩田一正氏に交代することが報告された。

（３）全私教協理事会報告

小山事務局次長より、11月 5日に開催された 2016年度第 2回全私教協理事会につき、別

紙に基づき報告があった。

（４）「教職課程運営に関する研究交流集会」開催について

   鈴木事務局長より、11月 5日に開催された全私教協主催の「教職課程運営に関する研究

交流集会」について、資料に基づき報告があった。

（５）『会報』第 80号の編集について

坂田仰広報部長より、別紙資料に基づき『会報』第 80 号の編集状況について報告があっ

た。また、『会報』第 81号の編集方針案についても徳田光治広報部副部長より別紙資料に

基づき説明があり、検討の結果、発行日は６月上旬とすることとなった。

（６）ホームページの原稿掲載について

広報部の小山将史幹事、五十嵐寧幹事より、ホームページの原稿掲載について報告があっ

た。なお、幹事校会の議事録については、詳細をそのまま掲載するのではなく、事務局で

原稿を確認の上、掲載することとなった。

〔審議事項〕

（１） 2016年度第２回研究懇話会について

所澤潤研究部長を中心に、2016 年度第２回研究懇話会の内容について資料に基づき検討

され、15時以降の流れについて、以下の通り変更することとなった。

15:00～17:00 シンポジウム

テーマ:「今後の教員養成と私学の対応」

司会：東京未来大学所澤潤氏

シンポジスト：石巻専修大学人間学部教授佐藤幹男氏他2名
コメンテ－ター早稲田大学教職研究科教授油布佐和子氏

15：00～16：00 シンポジスト３名発表

16：00～16：20 フロアでグループディスカッション

16：20～16：30 全体で共有

16：30～17：00 質疑応答

・次回 2016年度第 9回関私教協幹事校会開催予定

12月 17日（土）11：00～ 帝京平成大学（中野）


